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会費収入
1,622 千円

補助金収入
295千円

基本財産運用収入
126千円

収入　40,003千円

負担金収入
37,879 千円

雑収入
6千円

事業収入
75千円

特定資産運用収入
1千円

競技水準向上事業費
7,073 千円

基本構想
プログラム費
7,235 千円

地域スポーツ
推進事業費
4,129 千円

スポーツ普及・啓発支援事業費
1,284 千円

スポーツ少年団育成費
1,170 千円

事業管理費
11,152 千円

管理費
8,399 千円

支出　40,442千円

令和2年度　〈上半期〉 事業報告

〈平成31・令和元年度　事業・収支決算報告〉

会 議 報 告
4月��1日(水) 理事会（第1回）
4月��9日(木) 事務担当者会議
4月23日(木) 加盟団体代表者会議
5月15日(金) 長野市スポーツ少年団委員総会（書面）
5月18日(月) 決算監査
5月21日(木) 総務専門委員会(第1回)（書面）
5月25日(月) 理事会（第2回）（書面）
6月��1日(月) 役員等候補選出委員会（書面）
6月��9日(火) 定時評議委員会（書面）
6月19日(金) 理事会（第3回）（書面）
6月25日(木) 事業推進専門委員会（第1回）（書面）
7月��2日(木) 総務専門委員会(第2回)
7月17日(金) 理事会（第4回）
7月27日(月) 長野市スポーツ少年団常任委員会

事 業 報 告

8月��9日(日) 長野市スポーツ少年団地域密着型プロスポーツ
チーム・AC長野パルセイロとの交流事業

9月14日(月) インテグリティ研修会

主な事業 収支決算

○ 競技水準向上事業
・選手育成事業 ( ジュニア特別対策含む ) 9 団体
・指導者等育成事業 10 団体
・優秀選手 ･ 指導者等招へい事業 7 団体
・選手強化競技用具整備事業 6 団体
・ジュニアスケート優秀選手強化事業
・国体選手等壮行会開催事業
○ 全国大会等出場選手強化基本構想プログラム
 ・全国大会等出場選手強化事業補助金 11 団体
 ・練習等環境支援 3 施設､ 6 団体
 ・スキルアップ研修会等開催 参加者 103 人
 ・全国大会等出場レベルの選手育成強化 9 団体
○ スポーツ普及・交流事業
・市民スポーツイベント開催事業 24 団体
・市民スポーツ教室開催事業 9 団体
・国体県予選会補助事業 1 団体
・補給消耗品整備事業 17 団体
・競技団体運営強化事業 37 団体
・国際大会 ･ 国体出場激励金支給事業
　 （国際大会 3 競技 8 人､ 本国体 48 人､ 冬季国体 14 人､ 市駅伝）
・スポーツ功績者表彰事業
　 （功労 4 人､ 栄光 65 人､ 勲功 8 人）
・スポーツ少年団育成事業
　（令和元年度登録 28 団）　　　　　　など
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加盟団体・登録団の活動紹介

当協会は、新型コロナ感染症の全国的な拡大状況をふ
まえ、2月より前年度計画していた 2大会の開催中止を
余儀なくされました。しかし、今年度の事業計画（大会
開催）は、体育館確保のスケジュールの関係もあり新型
コロナの感染状況を加味せずに、例年どおりの開催を計
画してきました。
今年度事業が始まった 4月には、全国に「緊急事態宣
言」が発令され、大会の延期・中止を、前年度末同様に
余儀なくされました。このような中、当協会は、新型コ
ロナの感染状況、日本卓球協会が制定するガイドライン
等をふまえ、大会の開催に向け模索・検討をしてきまし
た。この結果、7月 26 日、8 月 11 日に「長野市長杯卓
球大会」さらには、8月 23 日に「長野オープン卓球大会」
の開催にこぎつけることができました。2大会はいずれ
も無観客試合（シングルスのみ）で、役員・選手等の「健
康状態申告書」「検温」をはじめ、試合以外でのマスク
の着用の徹底ならびに、卓球台・ボールの消毒の徹底、
卓球台の間隔を空けるなど、主催者として感染防止対策

馬術は、生き物である馬と一緒に競技する唯一のス
ポーツです。どれだけ馬と仲良くなれるかが大事です。
お互いの信頼関係を良くし馬に関する知識も必要です。
人間の数倍もある体重と力を持つ動物にまたがって、
自分の思いどおりに自由に動かすという事が最大の難点
でもあり、面白みでもあります。また、馬は記憶力が良
く、頭も良いので乗り手を見て「バカにして」動かなく
なる事もあります。そのような難しさの中で馬と心が通
じ合い、素直に言う事を聞いてくれた時は大変嬉しいも
のです。相手がいないスポーツと異なり、馬術はパート
ナーがいるので毎日の訓練やお世話もあり大変ですが、
毎日接することでより心を通わせることができ、かけが
えのない経験を味わえます。話す事のできない動物と真
剣に向き合うことで相手を思いやる心を養えます。
乗馬と聞くとちょっと気軽にできないと言われる方も
いらっしゃると思いますが、私共のクラブは 4月〜 11
月まで毎月 1回乗馬教室を行っています。また、小・中
学生を対象にしたポニー教室も行っています。まずは馬
と触れ合ったり、背にまたがってゆったり歩いたり、馬
と一緒に楽しい時間を過ごすことからはじめてみません
か。

に万全を期し、選手に存分にプレーをしていただきまし
た。いずれの大会も感染者が発生することなく成功裡に
終了することができ、加盟団体代表者、選手、関係諸団
体の皆様に敬意を表します。
当協会は、今後も新型コロナの感染状況を見極めつつ
関係諸団体と連携を図り、選手ファーストを心掛け、感
染予防対策を万全に大会開催（成功）に向け尽力してい
きます。

馬に乗るだけで自然と体がバランスをとったりするの
で、けっこうな運動量になりダイエットにもおすすめで
す。乗馬セラピーなど、乗るだけで心が安らぐ効果もあ
るようです。
ぜひ乗馬教室で馬に触れてみませんか。

長野市卓球協会
理事長　小林　健一

長野市馬術連盟
理事　内田　久美子
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　長野市ボウリング協会では、ゲームを楽しむととも
に、生涯スポーツとして幅広い年齢層で親しんでいただ
くことを目指しています。近年では、リハビリや健康維
持を目的に障害者の方やご年配の方向けに健康ボウリン
グ教室を開催し、社会貢献の面でも、役に立っていま
す。
　毎週水曜日には、ヤングファラオやラウンドワンにて
リーグ戦や記録会を開催しています。協会員のなかに
は、審判員、指導員、ボール検査員の資格を取りたいと
いう人も出てきており、取得した人も数名います。
　不定期ではありますが、ジュニアボウリング教室も開
催し、プロボウラーを招いて直接指導していただいてい
ます。
　ボウリング競技は、昭和63年に国体種目となり、本会
から長野県の代表として国体に出場する選手もいます。
　全日本ボウリング協会にも加盟し、北信越の大会、東
日本、全日本の競技大会、選手権大会にも数多く参加し

ています。
　今後国体選手になって出場してみたい方、プロボウ
ラーに挑戦してみたい方、全面的に応援、サポートしま
す。
　当協会としては、今後もっとボウリング人口を増やし
て、活動自体を大きくしていきたいと思います。各種ボ
ウリング教室へのご参加をお待ちしています。

長野市ボウリング協会
会長　小林　克

長野市バウンドテニス協会は設立 35 周年を迎えまし
た。バウンドテニスは、昭和 55 年に考案開発され、昭
和 59 年より本格普及され現在に至ります。バウンドテ
ニスは、ラケット、ボール、ともにテニスやソフトテニ
スよりもとてもなじみやすく、小学生から高齢者まで、
誰でも気軽にプレーができ個人の体力、年齢に応じた運
動量を得ることができます。現在長野市バウンドテニス
協会では、テニスや卓球のような球技の経験が全くない
方でも楽しんで体験していただけるように毎年、年 4回
それぞれ 4週にわたり初心者教室を実施しております。
4回とも開始時間も変えて対応させていただいておりま
す。しかし、今年は残念なことにコロナウイルスの影響
により中止もしくは延期という事になってしまいまし
た。1日も早い終息を願っています。又、すでにバウン
ドテニスを始めている方で今のレベルよりも更に上のレ
ベルで競技されたい方を中心にレベルアップ教室も実施
予定です。そして現在の技量を試すべく大会の実施も、
シングル、ダブルス、チーム戦と3大会行われる予定です。
これからの課題としてはジュニア世代の掘り起こし普
及、指導が急務となってきました。いかに興味を持って
楽しくプレーできるか、すべての世代の方も同様なので

さらに愛好者を増やす活動をしていきます。バウンドテ
ニスをしてみたいと思われる皆様の参加をお待ちしてお
ります。

長野市バウンドテニス協会
会長　本澤　孝
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　「豊野町少年剣道クラブ」は豊野町と近隣地区の小学生
から中学生を対象に剣道の修錬を通じて心身の鍛錬と剣
道技術の習得を目指して週2回の稽古をしています。兄
弟姉妹の会員が多く、そのため未就学児童もおり賑やか
なクラブです。
　道場としていた豊野中学校の格技室ですが、昨年10月
に発生した台風19号による水害で床が捲りあがり、使用
できなくなり用具も水に浸かってしまいました。1ヶ月
半ほど活動休止していましたが、近隣の会場を借りる事
ができ、各方面からたくさんのご支援をいただき、11月
末に稽古を再開する事ができました。子どもたちも保護
者も指導者も支援のありがたみや、絆の大切さを強く感
じた時だったのではないでしょうか。
　少しずつ日常を取り戻しているなか、新型コロナウイ
ルス感染拡大により子どもたちの安全と感染防止のた
め、また稽古ができなくなり、大会や他の団体との交流
試合までも中止になってしまい、気持ちも沈みがちに

豊野フットボールクラブは、1983 年に旧豊野町の公
民館が主催したサッカースクールの修了生が中心とな
り、その年の 11 月に発足しました。今年で 37 年目を迎
えています。設立当初は、週1回、日曜日の活動でしたが、
大会などに参加した結果から、もっと練習をして上手く
なりたいとの子どもたちの要望から、当時、中学校グラ
ウンドにあった夜間照明を利用しての平日練習（合併後
西小学校Gに移動）も行うようになりました。その結果、
県大会（全県トーナメント）に出場した当初は失点が多
かったのですが、4年目には県大会初の 1勝を挙げるこ
とができました。近年では、県下の 100 を超えるチーム
の参加がある中で、ベスト 16 まで進むことができてい
ます。
ゲーム環境では、10 年程前から 11 人制サッカーから
8人制サッカー（ジュニア世代は少年用ゴール・ピッチ
は大人の半分）を行うようになってきています。
施設環境も変わり、市の関係機関のご努力及びパルセ
イロなどプロスポーツの発展により、主に試合を行う
リーグ戦などは、千曲川河川敷内の芝生グラウンドなど
となり、サッカー専用グラウンドなど非常に良い環境を
いただいています。今後、人工芝グラウンドの増設を期
待するところです。
しかし、豊野という限られた地域での活動は、少子化

なってしまいました。特に6年生は、3月末に予定されて
いた全国大会での演武披露も中止となりました。剣道と
いう競技は相手と接近し激突したり、大きな気合を出し
合うなどするため「密」になってしまい難しい状況です。
　豊野町少年剣道クラブはこの試練に負けないよう、子
どもたち、保護者、指導者三者の連携を密にして、こと
わざにある「災い転じて福となす」を皆で学び、今できる
ことをこつこつとやりモチベーションを保ち、メリハリ
のある活動をしています。

と子どもたちのスポーツ離れ等の影響を受けて、団員の
減少が進んでいます。当チームでも 1人でも多くのサッ
カー少年を未来につなげてあげたいとクラブ（6年生以
下 ; 練習 1.5 時間、大会等）とスクール（初心者・2 年
生以下 ; 練習 1 時間、交流戦）の活動をしています。募
集は、近隣に居住する 12 才以下の子どもたちが対象で
す。活動拠点は、豊野西小学校グラウンド（夏期）、小
学校体育館（冬期）を利用していますが、最近、夜間照
明器具が PCB廃棄対象となり、撤去されるなどで平日
練習の環境は変化しています。また、コロナ感染対策と
して練習内容及び大会参加の検討を行う事態となってい
ます。様々な課題がありますが、未来のグッドフットボー
ラーの育成にチームスタッフ、保護者と一体となって取
り組んでいきます。
詳しくは、代表の柳澤（携帯 090-3103-8572）までお
問合せください。

豊野町少年剣道クラブスポーツ少年団
代表　竹本　登

豊野フットボールクラブスポーツ少年団
代表　柳澤　義正
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AC長野パルセイロ　地域コミュニティ推進部長　満田　浩貴　

AC長野パルセイロは、地域社会とクラブがともに手を携えて、
強いパートナーシップで共生する「地域密着協働型スポーツクラ
ブ」を目指して活動しています。
ホームスタジアム（長野Uスタジアム）のある長野市を中心
に、活動拠点であるホームタウンの住民や企業の皆様の良きパー
トナーでありたいと願っています。※パルセイロはポルトガル語
で「パートナー」を意味します。
トップチームはJリーグ（J3）、レディースチームはなでしこリー
グ（2部）に所属しており、全国リーグで戦っています。トップ
レベルのプレーを通して市民に元気や活力を届け、多くのサポー
ターがスタジアムに集うことによって生まれる新たなコミュニ
ティを創出するとともに、アウェイツーリズムによる長野のシティプロモーションも行っています。
さらに、スポーツの「見る」文化のみならず、「する」文化の醸成のため、巡回指導を行う訪問事業として、ホーム
タウンエリア内の小学校や幼稚園・保育園を年間約 100カ所訪問しています。年間約 5,000 人の子どもたちとふれあい、
スポーツの楽しさや仲間との協力の大切さを伝えております。
また、選手、マスコットのライオーが、自治体やスポンサーのイベント、地域のお祭りなどにも年間 100 件以上お
伺いし、地域の皆様と交流を深めています。
AC長野パルセイロは、地域のパートナーの皆様と共に歩み、サッカーをはじめとするスポーツの普及・振興に貢
献し、スポーツ文化の創造に寄与するため、今後もより一層努力してまいりますので、皆様の応援をよろしくお願い
します。

地域密着型プロスポーツチーム・AC長野パルセイロの紹介

〜 （公財）長野市スポーツ協会　賛助会員募集 〜
　当協会では、長野市が掲げる「スポーツを軸としたまちづくり」に取り組み、競技スポーツにおける競技力の向上と
底辺の拡大を推進しています。その一環として国内外で活躍するアスリートの育成をはじめ、各スポーツ大会やス
ポーツ教室の開催など、大勢の市民の皆様にスポーツに親しんでいただく機会を提供する活動を行っております。
　皆様にはこの趣旨をご理解いただき、当協会の会員として、長野市のスポーツ振興にご支援を賜りますようお願い
いたします。

❖ 会員の皆様には
　◦オリジナルグッズを差し上げます。
　◦年2回発行の広報紙をお送りします。
　◦当協会の広報紙やホームページに企業名･団体名･ご芳名を掲載いたします。
　◦個人、法人それぞれに税法上の優遇措置が適用されます。

❖ お申込み・お問い合わせ先　　公益財団法人長野市スポーツ協会
　　TEL/026-224-5088　FAX/026-224-8464　E-mail/info@nagano-taikyo.jp

賛助会費
個人会員　1口　1,000円
※3口以上お願いします。

法人会員
1口　10,000円
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長野市スポーツ少年団活動報告

インテグリティ研修会　実施報告

地域密着型プロスポーツチーム
AC長野パルセイロとの交流事業（スタジアム交流）

長野市をホームタウンとして活動している
「AC 長野パルセイロ」と連携し、ボランティア
活動（ごみ拾い）に加えてプロスポーツチーム
との交流により様々な楽しい企画を実施いたし
ました。

今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、多くの交流大会が中止となる中、対策
を講じながらの実施となりました。

普段入ることのできないピッチの上で身体を
動かしたり、スタジアム内の見学ツアーをした
りと、盛りだくさんな一日でした !!

試合開始直前には、チーム「コルツ」長野チ
アリーディングスポーツ少年団による応援パ
フォーマンスを披露いたしました。

同日に開催された「2020 明治安田生命 J3
リーグ 第 9 節 VS 鹿児島ユナイテッド FC」も
観戦し、最後はスタジアム内のごみ拾いを行い
ました。一日を通して団員同士の親睦を深める
ことができ、また、AC 長野パルセイロへの関心
が高まる良い機会となりました。

9 月 14 日（月）ふれあい福祉センターにおいて、今年度新たに各スポーツ団体のガバナンスやコンプラ
イアンスのさらなる強化を図ることを目的として、インテグリティ研修会を開催いたしました。

一般社団法人スポーツ・コンプライアンス教育振興機構 代表理事・東京大学名誉教授 武藤芳照氏と同機
構 副代表理事・弁護士 上柳敏郎氏のお二方を講師としてお招きし、それぞれ「スポーツの価値と信頼を守
るために ―コンプライアンス教育の理念と実践―」「スポーツ・コンプライアンスとインテグリティをめぐ
る法律とその活かし方」と題し、スポーツ界における体罰やハラスメント、ドーピング等について、具体

的な事例を交えながらご講演いただきま
した。

参加者の皆様からは、「時代に沿った
指導を目指したい」「改めて考えさせら
れた」等のご意見もあり、貴重な研修会
となりました。

武藤芳照氏 上柳敏郎氏
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令和2年度　賛助会員の皆様(4月〜9月)
　当協会の事業にご賛同賜りました皆様の企業名・団体名・ご芳名を掲載し、紙面をもって厚く御礼申し上げます。

【法人会員】［敬称略・50音順］

【個人会員】［敬称略・50音順］

株式会社アイワ徽章 株式会社青木鐵工所 株式会社アサヒエージェンシー
株式会社旭電気商会 株式会社アブラヤ イコールゼロ株式会社
株式会社岩野商会 株式会社エムウェーブ 株式会社大松建設
株式会社小賀坂スキー製作所 川浦土建株式会社 株式会社北長野ホンダ
北野建設株式会社 協栄電気興業株式会社 株式会社共立プラニング
株式会社近畿日本ツーリスト関東長野支店 株式会社斉藤工務店 サンコー特機株式会社
株式会社JVCｹﾝｳｯﾄ ・゙公共産業ｼｽﾃﾑ　長野ｼｽﾃﾑ営業所 信濃毎日新聞株式会社 芝上建設株式会社
情報通信設備株式会社 信越放送株式会社 信幸金属工業株式会社
シンコースポーツ株式会社　長野支店 株式会社信州スポーツスピリット 炭平コーポレーション株式会社
綜合地質コンサルタント株式会社 大日本法令印刷株式会社 高木建設株式会社
有限会社髙木庭園 株式会社竹村製作所 株式会社タヤマスポーツ
千広建設株式会社 株式会社蔦友 株式会社つちや
有限会社寺島工務店 株式会社テレビ信州 株式会社電算
株式会社デンセン 東京法令出版株式会社 株式会社徳永電機
有限会社巴商会 有限会社中島弓具店 長野朝日放送株式会社
株式会社ながのアド・ビューロ 株式会社長野エーコープサプライ 長野エンジニア工業株式会社
長野県信用組合 長野県農協直販株式会社 長野県ボブスレー・リュージュ・スケルトン連盟
株式会社長野三光 長野市アイスホッケー協会 長野市カーリング協会
一般社団法人長野市開発公社 長野市空手協会 長野市弓道連盟
一般財団法人長野市勤労者共済会 長野市グラウンド・ゴルフ協会 長野市ゲートボール連盟
長野市剣道連盟 長野市硬式野球連盟 長野市ゴルフ協会
長野市サッカー協会 長野市柔道連盟 長野市障害者スポーツ協会
長野市水泳協会 長野市相撲連盟 長野市ソフトテニス協会
長野市ソフトボール協会 長野市太極拳協会 長野市卓球協会
長野市テニス協会 長野市ドッジボール協会 長野市バウンドテニス協会
長野市馬術連盟 長野市バスケットボール協会 長野市バレーボール連盟
長野商工会議所 長野市ライフル射撃協会 NPO法人長野市ラグビーフットボール協会
長野市陸上競技協会 株式会社長野スター商会 長野都市ガス株式会社
株式会社ナショナル防災 日東電気工事株式会社 株式会社日本旅行長野支店
株式会社八十二銀行長野市役所支店 株式会社服田建設 株式会社花岡
株式会社ヒシヤ 株式会社フクシ・エンタープライズ 富士印刷株式会社
株式会社藤縄電機製作所 藤森建設工業株式会社 株式会社北條組
北斗電機株式会社 北陸コカ・コーラボトリング株式会社　長野支店 有限会社保科造園
株式会社ホテルメトロポリタン長野 株式会社ホンダカーズしなの 株式会社前川製作所長野営業所
株式会社町田電機商会 松澤工業株式会社 株式会社マナテック
ミズノ株式会社 ミツワヤンマー株式会社 株式会社ムラタヤ　金龍飯店
株式会社本久 矢木コーポレーション株式会社 株式会社やま
株式会社山口電気 山本食品株式会社 林業笠原造園株式会社

青木　尚久 青木　三成 上石　秀明 荒井　惠子 池垣　康則 石井　貴佳 石坂　　真 市川専一郎 伊藤　利博
臼井　　一 内山　了治 浦野　義忠 大島　昭彦 大塚　　隆 押見　善一 北村　俊英 橘田　忠幸 久保田高文
倉石　義人 倉島　　明 小池　秀一 小池　啓道 小林　和彦 小林　清伯 小林　照男 小林　正幸 小林　靖志
駒村　克規 五明　忠雄 酒井　　崇 篠原　邦彦 柴澤　英男 島田　政行 島村　道夫 清水　啓太 清水　正洋
下平　　嗣 返町　　健 竹内　重雄 竹内　裕治 立岡　弘幸 田中美智子 田中　謙次 茅野　繁巳 塚田　和彦
塚田　勝彦 塚田　定正 土屋龍一郎 寺島　幸一 傳田　彰雄 鴇沢　悦也 徳武　清実 徳武　正男 轟　　房三
永井　克昌 長澤　宏治 中澤　正治 中村　博幸 中村　裕一 夏目　幸吉 西澤　雅樹 西島　　勉 平出　　勲
広田貴代美 藤橋　範之 藤原　　昭 古田　新造 星野　修治 堀江　三定 前橋　一男 町田　元司 松本　克幸
宮澤　俊弘 宮下　重敬 宮下　卓朗 宮本　伸一 村田　修一 望月　勇次 安塚　譲治 栁澤　正宏 山岸　健二
山口　英樹 山本　晴雄 雪入　豊司 横田　典久 依田　元一 渡辺　誠一
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令和2年度加盟団体・登録団名簿
日本最大の青少年スポーツ団体
　｢スポーツ少年団｣は日本最大の青少年スポー
ツ団体です。｢スポーツ少年団｣では、子ども
たちはスポーツを楽しみ、野外・文化・社会活
動などを通じて協調性や創造性を養い、社会

のルールや思いやりのこころを学びます。また、「スポーツ少
年団」は、地域の人々の手によって支えられています!　長野市
スポーツ少年団は、スポーツを通じて青少年の心身を鍛錬す
るために、市内のスポーツ少年団を育成・指導することを目的
に、昭和40年（1965）に創設し､ 今年で設立55周年を迎えまし
た｡ 令和2年度は28団（団員626人、指導者121人）が登録してい
ます。

公益財団法人長野市スポーツ協会　加盟団体
No. 団　　体　　名
1 長野市陸上競技協会
2 長野市水泳協会
3 長野市スキークラブ
4 長野市テニス協会
5 長野市バレーボール連盟
6 長野市体操協会
7 長野市バスケットボール協会
8 長野市スケート協会
9 長野市ソフトテニス協会
10 長野市卓球協会
11 長野市軟式野球連盟
12 長野市相撲連盟
13 長野市馬術連盟
14 長野市柔道連盟
15 長野市バドミントン協会
16 長野市弓道連盟
17 長野市ライフル射撃協会
18 長野市剣道連盟
19 長野市カヌー協会
20 長野市空手協会
21 公益社団法人長野グライダー協会
22 長野市合気道協会
23 長野市サッカー協会
24 長野市ソフトボール協会
25 長野市ボウリング協会
26 長野市綱引連盟
27 NPO法人長野市ラグビーフットボール協会
28 長野市アイスホッケー協会
29 長野市バウンドテニス協会
30 長野市ゲートボール連盟
31 長野市カーリング協会
32 長野市ローラースポーツ協会
33 長野市太極拳協会
34 長野市ドッジボール協会
35 長野市硬式野球連盟
36 長野市ゴルフ協会
37 長野市障害者スポーツ協会
38 長野県ボブスレー ･リュージュ ･スケルトン連盟
39 長野市エアロビック協会
40 長野市ダンススポーツ連盟
41 長野市グラウンド・ゴルフ協会
42 長野アメリカンフットボール協会

長野市スポーツ少年団　登録団
No. 登　録　団　名
1 長野剣道スポーツ少年団
2 長野市空手スポーツ少年団
3 長野市スキースポーツ少年団
4 育成会若槻クラブスポーツ少年団(軟式野球)
5 南長野剣道スポーツ少年団
6 長野市少年少女ラグビースポーツ少年団
7 長野市ミニバススポーツ少年団
8 長野国際交流スポーツ少年団(多種目)
9 武道空手少年クラブ長野支部
10 若穂ジュニア卓球スポーツ少年団
11 みらくるスポーツ少年団(バレーボール)
12 豊野町少年剣道クラブスポーツ少年団
13 豊野アップルズスポーツ少年団(軟式野球)
14 豊野フットボールクラブスポーツ少年団
15 戸隠空手スポーツ少年団
16 チーム｢コルツ｣長野チアリーディングスポーツ少年団
17 長野市ゴルフスポーツ少年団
18 朝陽育成会少年野球スポーツ少年団
19 少林寺拳法長野南スポーツ少年団
20 徳間ドッジボールスポーツ少年団
21 湯谷ミニバススポーツ少年団
22 豊野ミニバススポーツ少年団
23 長沼ミニバススポーツ少年団
24 若穂JVCスポーツ少年団(バレーボール)
25 広徳スポーツ少年団(バレーボール)
26 青木島HOOPSスポーツ少年団(バスケットボール)
27 長野JVCスポーツ少年団(バレーボール)
28 大豆島スポーツ少年団(バレーボール)

　当協会の強化指定選手、強化指定チーム及び強化認定指導者のスキルアップを目的に、本年度も
研修会を開催します。
　講師として、ロンドン五輪メダリスト/ミズノ株式会社　寺

てら
川
かわ

　綾
あや

氏をお招きし、「夢に向かっ
て!」〜水泳から学んだもの〜　と題した講演会を開催いたしますので、ぜひご参加ください。

と　き 　令和2年10月29日（木）18:30 〜
ところ 　長野市芸術館　アクトスペース
演　題 　「夢に向かって!」〜水泳から学んだもの〜
問い合わせ 　（公財）長野市スポーツ協会　℡026-224-5088

スキルアップ研修会開催のお知らせ
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会長・副会長・顧問
役 職 名 氏　名 所 属 団 体 等
会 　 長 加藤　久雄 長野市長

副 会 長 （堀江　三定） 県ボブスレー ･リュージュ ･�
　　　　　　スケルトン連盟副会長

副 会 長 （篠原　邦彦） 市水泳協会理事長
副 会 長 （浦野　義忠） 市陸上競技協会会長
副 会 長 （中澤　睦夫） 市ラグビーフットボール協会理事長
顧 　 問 塚田　　佐 元市体育協会会長
顧 　 問 鷲澤　正一 元市体育協会会長
顧 　 問 宇都宮　保 元市体育協会理事長
顧 　 問 宮嵜嘉津夫 前市体育協会副会長
顧 　 問 峯村　威男 前市体育協会副会長
顧 　 問 三ツ井　晋 前市体育協会副会長

理　　事
役 職 名 氏　名 所 属 団 体 等
理 事 長
(代表理事） 堀江　三定 県ボブスレー ･リュージュ ･

　　　　　　�スケルトン連盟副会長
専務理事 橘田　忠幸 市スポーツ協会事務局長
常務理事 鈴木　秀規 市文化スポーツ振興部スポーツ課課長
理 　 事 篠原　邦彦 市水泳協会理事長
理 　 事 浦野　義忠 市陸上競技協会会長
理 　 事 中澤　睦夫 市ラグビーフットボール協会理事長
理 　 事 夏目　幸吉 市バレーボール連盟会長
理 　 事 徳永　次男 市サッカー協会会長
理 　 事 岡澤　忠博 長野商工会議所専務理事

監　　事
役 職 名 氏　名 所 属 団 体 等
監 　 事 青木　三成 長野市開発公社事務局次長兼総務課長
監 　 事 宮本　伸一 長野県スポーツ協会事務局長

参　　与
役 職 名 氏　名 所 属 団 体 等
参　 与 茅野　繁巳 長野県スポーツ協会専務理事

参　 与 大谷　雅亮 長野県高等学校体育連盟理事長
長野県スポーツ協会理事

参　 与 小林　祐二 長野市文化スポーツ振興部部長
参　 与 近藤　　守 長野市教育委員会教育長
参　 与 樋口　圭一 長野市教育委員会教育次長
参　 与 永井　克昌 長野市教育委員会教育次長
参　 与 宮澤　俊弘 長野市スポーツ推進委員協議会会長
参　 与 柳澤あや子 長野市女性スポーツ団体連絡会会長
参　 与 伊藤　拓宗 長野青年会議所理事長
参　 与 酒井総一郎 南長野青年会議所理事長

参　 与 西沢　正隆 学識経験者（県議会議員・
市アイスホッケー協会会長）

参　 与 髙島　陽子 学識経験者（県議会議員・
市体操協会会長）

参　 与 市川　和彦 学識経験者（市議会議員・
市馬術連盟会長）

評　議　員　会
役 職 名 氏　名 所 属 団 体 等
*評議員会長 竹内　義雄 市体操協会理事長
評�議�員 大谷　浩昭 市相撲連盟副理事長
*評�議�員 小川　高昭 長野グライダー協会
*評�議�員 金子　廣史 市アイスホッケー協会副会長
評�議�員 小林　和夫 市障害者スポーツ協会会長
評�議�員 小林　健一 市卓球協会理事長
評�議�員 佐藤　　治 市硬式野球連盟副会長
評�議�員 杉本　寿幸 市ソフトボール協会副理事長
評�議�員 冨安　岳人 市カーリング協会事務局長
評�議�員 峯村　鉄郎 市柔道連盟副会長
*評�議�員 宮澤　純一 市ローラースポーツ協会副理事長
評�議�員 本澤　　孝 市バウンドテニス協会会長
*評�議�員 元村　幸久 市バドミントン協会事務局長
評�議�員 依田　房生 市剣道連盟会長
*役員等候補選出委員兼任

総務専門委員会
役 職 名 氏　名 所 属 団 体 等
委 員 長 山口　悦正 市スキークラブ会長
副委員長 宮本　正之 市ラグビーフットボール協会副理事長
委　 員 西原　良一 市スケート協会常任理事
委　 員 飯島　　卓 市柔道連盟理事
委　 員 辰野　正雄 市弓道連盟副会長
委　 員 髙野　雅徳 市空手協会理事
委　 員 小高　　功 長野グライダー協会
委　 員 山崎　和子 市ゲートボール連盟理事長
委　 員 柄沢　洋一 市ゴルフ協会理事長
委　 員 北澤　幸子 市エアロビック協会会計

事業推進専門委員会
役 職 名 氏　名 所 属 団 体 等
委 員 長 町田　元司 市水泳協会副理事長
副委員長 小林　靖志 市陸上競技協会理事長
委 　 員 竹内　　護 市バレーボール連盟理事長
委 　 員 加藤　真二 市体操協会副理事長
委 　 員 相澤　和典 市バスケットボール協会理事長
委 　 員 小林　　洋 市軟式野球連盟理事
委 　 員 高橋　信晃 市サッカー協会
委 　 員 宮坂　郁朗 市アイスホッケー協会理事長
委 　 員 内山　国晴 市ダンススポーツ連盟会長
委 　 員 松山　博保 市グラウンド・ゴルフ協会副会長

事務局
役 職 名 氏　名
事務局長 （橘田　忠幸）
事務局次長 白岩　孝之
職 　 員 田中美智子
職 　 員 渡邊　　葵

令和2年度　役　員　名　簿

〒380–8512�長野市大字鶴賀緑町1613番地
公益財団法人長野市スポーツ協会

☎︎026–224–5088　FAX�026–224–8464
E-mail��info@nagano-taikyo.jp


